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　３年生になるとなかなか定期考査に全力投球しきれない部分もでてきます。では定期考
査では重要でないことばかりが問われているのかというと決してそうではありません。む
しろ逆です。「将来の受験を考えてつけたい力」を定期試験で問うている場合のほうが多
いのです。すなわち入試問題とのオーバーラップ度は結構高いのです。ぜひ解き直し、見
直しをしてほしいと思います。 

 

              　 

 

 
　１日に１０時間勉強するとしても、それでも日頃と比べたらゆっくりと新聞を読んだり
ニュースを見たりする時間はあると思います。今、世の中でどんなことが問題になってい
るのか、どんな事件が起きているのか、政治はどう、経済はどうと見つめてほしいですし、
いろいろなできごとについて「自分としての意見」をもってほしいです。読者の投書欄で
は全国の高校生がすごい意見を述べています。公共や政治経済で受験しようと考えている
人は「新聞が教科書」です。それに小論文対策とまでいかなくても「環境問題」や「脳死
・臓器移植」などについて自分はどう思うかをまとめてみることは大切なことです。 

 

 

 

 
　210点が合格最低点ならば、70点＋70点＋70点で合格するのが一番効率のよい点の取
り方です。何も満点をとる必要はありません。苦手科目さえなかったらよいのです。「苦
手克服なんてもう遅い」といわれるかもしれませんが、70点を90点にする努力は膨大で
すが、30点を50点にする努力ならつらくともできるはずです。例えば今までに数学Ⅰ＋
Aを210時間、数学Ⅱを140時間学習してきました。足して350時間です。もし夏休み１
日10時間×35日＝350時間勉強できるならば、何も知らない状態から数学Ⅰ＋Ａ＋Ⅱの
３冊の教科書を勉強し終えた状態まで進むのです。膨大な時間があることに気づきます。
これだけの時間があるのだから苦手科目の克服に時間を割いても充分対応できます。 

 
 

 

 

　共通テストは教科書から１００％出題され、全国平均が５割～６割設定の問題です。多
くの私大が共通テストの得点だけで合格させるという、共通テスト利用方式を準備してい
ることからも、「良問」であることがわかります。そして、国公立大でも、共通テストの

３年生ならではの夏の過ごし方

テストの見直しを

苦手科目を克服しよう

新聞・ニュースなどで視野を広げよう

共通テストで得点できる力は大切

点数＋２次試験の合計で競うため、共通テストの点が高ければ高いほど有利です。２次の
配点の大きい難関大を考えている人も多いと思いますが「共通テストをこなせる力がなけ
れば２次力はついていかない」とも言われています。まずはマーク模試で点がとれるよう
になりましょう。何回かマーク模試を受けてきていると思いますが、理科や地歴公民の２
科目目はだいじょうぶでしょうか、数学Ⅰ＋Ａの問題を読む力や数学ⅡＢCの計算力に穴
はないでしょうか、古文漢文で点がもっと取れるのではないか、リスニング対策は････こ
の夏、共通テストの点数を上げる努力を最大限してみてください。 

 

 

              　 

 

　右の表はデータネット2024年における京都工 

芸繊維大・工芸(機械前期)と京都教育大・教育（ 

学校教育学前期）の共通テスト試験の得点と合格 

不合格の相関を表したものです。工芸繊維大機械 

は共通テスト450点＋２次700点（数300英200 
理200点）のため、共通テストの換算得点が335 
点でも落ちる人もいれば、得点260点でも受かる 

人がいる分布となっています。この逆転現象をそ 

の人の２次力といってもいいですが、共通テスト 

が終わってから２次試験までの１ヶ月間の伸びと 

も考えることができます｡700点も残っていると､ 
たった１ヶ月でもこのぐらいの変動はおこるので 

す。 

　京都教育大では共通テスト900点＋２次400点 

（国語300＋小論100）のため京都工繊大ほど逆 

転は起こっていませんが、555点で合格、590点 

で不合格というレベルの逆転は起こっています 

　みなさんはまだ半年残っています。今、模試で 

Ｄ、Ｅ判定でもひっくり返る可能性は十分にあり 

ます。模試のカルテの裏に共通テスト得点予想が 

載っていると思いますが、うまく伸びた場合とそ 

うでない場合で２００点以上違います。特に部活 

動と両立させて頑張っていた生徒は、６月マーク 

の時点では、まだ１日４時間学習のリズムさえつ 

いていません。このあとついてくるのです。そし 

て何より現役生は、教科書が終わり、浪人生と同 

じ土俵に立てる秋以降にぐっと伸びます。目標ま 

での差を認識し、教科・分野別に弱点を分析し、 

学習計画を修正していくことができるならば、志 

望校を下げる必要はありません。 

 

 

 

E判定でも志望校は下げるな


